
令和７年（2025 年）３月 24 日 

 

令和６年度（2024 年度）宗谷地域雇用ネットワーク会議 NEXT 議事録 

 

北海道宗谷総合振興局 

 

１ 日 時 令和７年（2025 年）３月１３日（木）13：30～15：00 

２ 場 所 宗谷合同庁舎４階大会議室及びオンライン（ZOOM） 

３ 出席者 別添「出席者名簿」のとおり 

４ 内 容 以下のとおり 

 

（１）議 題 

  ① 構成団体・機関からの報告 

ア 稚内信用金庫から説明 

・雇用労政等に係る当金庫の取組みについて（資料１－１） 

○拝野副部長 

本日は当金庫の雇用労政に係る取組についてご紹介させていただきたいと思う。 

資料に沿って進めていくが、始めに新規採用新卒採用の取組について、企業説明会等での実施

を行っており、各大学、高校といった企業説明会への参加や、当金庫独自での説明会を実施してい

る。当金庫の説明会は、対面が主だったが、コロナ禍を境にＷｅｂでも行っている。 

その他、振興局主催の「てっぺん宗谷 de しごと発見フェア 2024」や、商工会議所青年部等が

主催している、「わかる！働く！未来へつなぐジョブフェア」といったものへも参加しているほか、

昨年あたりから、道内信用金庫業界の合同セミナーをＷｅｂで開催している。 

これらの状況について共通して言えるのが、まず、大学内での説明会に参加して思うことは、

年々学生数が減少している。全体の学生数が減少しているのももちろんだが、合同説明会等に実際

の会場に来る学生が、明らかに数年前と比べて徐々に減っている。 

こちらについては大学の就職支援担当の事務局の方も頭を悩ませているようで、企業の説明会

実施については、来てもらってもいいが、肝心の学生が来ないので、企業の方は希望通りにお願い

しても、学生が来ないので、支援課の方としてみれば逆に企業に申し訳ないということで合同学内

説明会を今後続けていくかどうかということで悩んでいるそう。 

また、職場見学会等も実施しており、こちらは、高卒採用であれば各支店で中学生の職場見学

や、それに含めて仕事の説明等を受け入れている。 

また、ほとんど札幌地区になってしまうが、各大学からの職場見学、仕事の概要説明、あとは若

手職員との座談会等を実施している。 

その他、学生への周知としては、ホームページ、就職サイト、当金庫ではリクナビを使用してい

るが、こちらに募集案内や、各種説明会、イベント等のスケジュールを掲載している。 

ただ、やはりこちらも、昔は来る来ないは別として、エントリーだけは何十、100 くらい来てい

たが、やはりこれも本当に激減してきて、今、来年卒のエントリーも始まっているが、20 くらいし



かエントリーがない状況で、そもそも最初のエントリーが、要はパイが大きくないと、実際採用に

至るのは数パーセントなので、エントリーがどれだけあるかというのが鍵になるが、それが 20 数

名という状況で厳しくなっている。 

それで、今までのような、ただホームページ等に掲載して来てもらうのを待っているだけでは

さすがに厳しくなってきているので、就職サイトのエントリー数を増やすために、認知度を上げる

必要があるということでＳＮＳ等への広告配信を先週開始したところ。 

こちらについては、実際にどの程度の結果になるかは 1 年くらい経ってみないとわからないと

ころだが、そういったことを始めている。 

あと、中途採用、障害者雇用の取組について、ホームページによる募集はもちろん、中途採用に

関しては、今年からハローワークの求人案内を始めた。 

だが、皆様も感覚的にあるかもしれないが、中途採用というと転職が主になるが、前職を辞めて

稚内に来ていただくとなると、本当にハードルは高い。 

同じ都市部内での転職というのはイメージがつくが、最近よく転職のコマーシャルも見るが、

それは本当に都市部同士でならあるかもしれないが、都市部をやめてこっちに転職してくるという

イメージが中々湧かないし、現状もそうではないかなと思う。 

それもありハローワークへ求人を試みたところ、本日午前中、札幌のハローワークから電話が

あり、一件問い合わせがあった。 

ただ、まず始めに聞かれたのは、勤務地が札幌地区限定ということは可能かということ。 

求人票には全支店可能性があると書いてあるが、札幌地区など指定することはできるかという

ことを聞かれた。 

内容を聞かないと何とも言えないが、基本的には札幌地区限定というのはないと回答したとこ

ろ、わかりましたと言われそこで終わったが、正直、新卒にしても中途採用にしても、当金庫は札

幌にも支店があるが、そのことをよく聞かれる。 

学生から、札幌地区を勤務地に指定することはできるかと聞かれるケースが結構ある。 

逆を言えば、札幌の支店、札幌地区限定ということであれば、うちに来てくれるだろうという学

生はそこそこいるが、勤務地というところでかなり絞られるのかなという気がする。 

業種に関しても、色々な業種があるが、やはり若い人、特に宗谷管内から大学で札幌に進出した

人のＵターンははっきり言って厳しい状況。 

色々今やってきて、業種のＰＲなどもしているが、例えば、金融機関という希望があっても、で

はどこの金融機関に入るかとなった時点で、仕事の内容や給与などは興味を持ってくれても、最終

的に勤務地で切られてしまうというような状況が続いている。であればどうやってこっちに来ても

らうかだが、同じ業種と言っても、特別変わった業種でここにしかない業種というなら別だが、例

えば建設・金融はどこにでもあるので、金融だがどうして稚内の金融機関に入りたいのかというよ

うな何かしら特徴的なものを作っていかないと難しいのかなという気がしている。 

その答えはすぐ出るものでもないし、賃上げも最近ニュース等で出ていて、賃上げをすればと

言うが、今の状況で賃上げといっても簡単にできることではない。 

そういった中で、今後、当金庫であれば、信用金庫だけではなく、いかに宗谷地域に、学生もし

くは他の求職者が目を向けてくれるかといったものを、新たに考えていかなくてはならないかなと



いう気がしている。 

（町村会 和田事務局長に町村会の話をしていいか確認。和田事務局長了承） 

ということで、町村会が札幌で毎年、町村役場の職員採用合同説明会を行っている。 

こちらは、宗谷管内各町村職員、つまり公務員の説明会だが、これも年々来る学生が減っている

ということで、やはり町村職員だけではなくそこにある民間企業も現状は同じ。 

ということもあり、町村会だけではなく、地元の民間企業も含めて宗谷地域としての合同説明

会を今後やっていけないかなと思い、町村会の方にお願いをして、次回開催のときには民間を含め

てやれないかというお願いをしているところ。 

 

イ 稚内建設協会から説明 

・担い手育成事業について（資料１－２） 

○澤崎常務理事・事務局長 

人手不足は他の業界でも同様だと思うが、宗谷の建設業界においても雇用確保に苦労している。 

当業界は、管内の若手の掘り起こしを図ろうと担い手育成事業に取り組んできた。 

管内には工業系の教育機関がないので、普通高校の授業に、2 級土木施工管理技士の合格を目指

す講座を組み込んで、入れさせていただいたり、中学校・高校への出前授業を行うことで、建設業

に少しでも関心や興味を持っていただいたりということを考えている。 

また新入社員などを中心にした研修教育を行っており、基本的な教育の習得を目標としている。

これは早期に基本技術を身につけることで、仕事上のストレスを軽減して離職を防ぐという効果も

期待している。 

それでは、具体的な取り組みについて報告する。 

まず①だが、若手技術者の新人社員等の研修について。 

令和 6 年度は、6 月に土日を除く 20 日間ということで、期間的にはほぼ 1 ヶ月の工程で、毎日

9 時から 17 時まで実施した。参加者は全員、会員企業の若手職員ということで 8 名だったが、全

員が技術系出身ではない、いわゆる普通科と商業科卒の卒業生だった。研修内容は、土木施工管理

の基礎研修。 

実施後のアンケート結果は、研修内容について基本的なことで理解できたということで、とて

もよい経験になったという点が多く、基礎研修の早期習得とリスク防止という点で一定の効果があ

ったものと考えている。 

次に②番目の稚内大谷高校土木施工管理技士講座への講師派遣事業について。 

こちらは、4 月から翌年の 1 月まで、毎週月曜日と水曜日の 6 時間目に実施し、大体 60 時間ほ

ど授業を行った。講師は会員企業から 1 名を派遣し、さらに、大谷高校からも教員 1 名を選出して

いただいた。参加者は普通科の 3 年生で、今年度は 13 名の生徒にご参加いただいた。毎年 2 級土

木施工管理技士資格(1 次検定)の取得に、高い効果が出ている。 

今年は問題傾向が変わったということで全国的な合格率は下がったが、受講していただいた生

徒は、建設分野への関心がより高まったということで、合否にかかわらず、多くの生徒に、建設業

界への就職を選んでいただければと思う。 

次に③番目の高等学校への出前講座について。 



こちらについては、例年 9 月と 10 月に実施している。宗谷建設青年会で、稚内高校と稚内大谷

高校へ講師のスタッフを派遣し、建設業とは何かといったことに対してインフラ整備や災害対応な

ど建設業の役割を説明して、若年層への建設業に対する理解や関心といったところから、地域から

担い手の確保を主目的としているところ。参加人数は両校普通科の 1・２年生、あわせて約 200 人

に参加していただいた。 

続いて④、中学校への出前講座について。 

実施時期は 5 月、6 月。稚内南中学校と稚内潮見が丘中学校で、宗谷建設青年会から講師スタッ

フを派遣して、出前講座を行った。高校 2～3 年生頃には進路が決まっている学生も多く、もっと

早期に建設業を知ってもらい興味を持ってもらうことが必要と考え、令和 6 年度から新規事業とし

て中学生向けの建設業ＰＲ事業ということで実施させていただいた。 

建設業において中学校への出前講座を行うのは全国で初の試みとのこと。参加者は稚内南中学

校 3 年生 60 名と、潮見が丘中学校 1 年生 41 名。 

この中学生出前講座事業のアンケート結果について、「説明会や意見交換により、建設業のイメ

ージは良い方向に変わりましたか」という設問に対して、8 割を超える方が良い方法に変わったと

答えている。 

また、「建設業への理解は進みましたか」という設問に対しては、9 割以上の方が理解が進んだ

というふうに答えており、この結果から少しは建設業に対するイメージアップの効果があったので

はないかと考えており、この担い手事業の成果が徐々に広がっていくと期待している。 

 

③ 振興局からの報告について 

ア 事務局（宗谷総合振興局）から説明 

・外国人技能実習生（特定技能）について   （資料２－１） 

・令和 6 年度振興局の雇用に関する取組について（資料２－２） 

・道における取組について          （資料２－３） 

 

○高田課長 

振興局からの報告として 3 件説明する。最初に外国人技能実習生（特定技能）について、令和

６年６月２１日に改正入管法が公布された。技能移転による国際貢献を目的とする技能実習制度を

抜本的に見直しており、現行の技能実習制度は令和９年までに廃止され、人材確保と人材育成を目

的とした新たな制度「育成就労制度」が創設される。 

主な変更点は、受入期間を３年間とし、技能や日本語能力など特定技能１号への移行が可能な

水準へ育成する。同一機関での１年以上の就労などを要件に、同一業務区分内での転籍が可能。現

在、分野別運用方針や技能評価試験・日本語試験の試験方針について有識者会議で検討が進められ

ている。 

続いて、令和 6 年度振興局の雇用に関する取組について、振興局における人手不足対策、担い

手確保・育成の取組について６つのカテゴリーに分けており、いくつか紹介したい。 

一つ目、「地元就職・定着」では、１丸目、「てっぺん宗谷 de しごと発見フェア」を昨年 11 月

14 日に稚内市総合体育館で開催した。このフェアは、高校１・２年生を対象とした企業展示会であ



り、管内４校１５７人の生徒が、会場またはオンライン（Zoom）で参加した。当日の参加企業・

団体は４５者で、建設業、製造業、運輸業、サービス業など、幅広い業種からの参加となった。 

２丸目、新規学卒者の雇用や職場定着・離職防止に向けた取組の推進、若年者のスキル・キャリ

アアップに向けた資格取得等の人材育成の推進を図るため、令和６年７月 26 日に、稚内公共職業

安定所長・稚内市長・宗谷町村会長・北海道高等学校長協会宗谷支部長・宗谷教育局長・宗谷総合

振興局長の連名により経済団体への要請を実施した。 

３丸目、労働関係のセミナーとして、先月２月４日にハラスメントの基礎知識および早期離職防

止につながる対策についてのセミナーを開催した。社会保険労務士の望月英詞様より、ハラスメン

ト防止・早期離職防止についてご講演いただき、参加企業からは、「とても勉強になった」等、好

評であった。 

続いて、二つ目、「人材確保」の囲みでは、大学生等に宗谷地域及び酪農を PR する「宗谷酪農

セミナー」の開催や、三つ目、「福祉・介護人材育成」においては、福祉・介護サービス従事者の定

着支援のため、資格取得や知識・技術力のレベルアップのための研修実施に対する支援を行ってい

る。 

次に、四つ目「移住・定住」に向けた取組として、振興局と、管内の市町村や観光協会等が連携

し、先週６日まで、東京メトロ銀座駅で宗谷エリアの観光 PR を実施した｢すぐそこ！宗谷へおい

でよ 2025｣にて、資料画像のパンフレット配布を行った。 

五つ目に、「企業情報や地域の魅力発信」として、宗谷管内の企業を求職者の方々に知ってもら

うために、各企業で働く人をホームページで紹介する、『宗谷地域の企業情報「宗谷で活躍する人」』

を令和４年３月から始め、企業募集を行っているほか、令和５年１月からは LINE での情報発信を

行っている。 

裏面、六つ目、「一次産業の担い手確保・育成」として、農業では、１丸目、道内外の大学生等

に宗谷地域及び酪農をＰＲする、「宗谷酪農セミナー」の開催や、４丸目、高校生に地域農業のＰ

Ｒや農業関連職業の紹介等を行う「宗谷農業出前授業」の開催など、新規就農者など多様な担い手・

人材の確保のため、様々な事業を実施している。中段、林業においても、林業事業体を対象とした

研修等において、林業作業員の安全確保や 軽労化のための装備導入に対する支援事業についての

PR や、下段、水産業においても、漁業者を紹介する冊子や動画により、漁業の魅力発信などを行

っている。 

以上、振興局の令和６年度の取組を紹介した。 

続いて、道全体としての取組について参考までに３つ紹介する。 

はじめに、3 月 8 日に札幌市で、北海道新規就農フェアを開催した。北海道内の 51 団体（55 市

町村）が参加し、受入を行う担当者から地域受入条件や支援制度などが説明され、宗谷管内からも

４団体参加している。 

次に、北海道の漁業担い手対策について。 

新規就業者の確保と育成の促進のため、北海道漁業就業支援協議会と連携して道内外への就業

情報の発信や漁業就業支援フェア等を活用したマッチングを実施するとともに、漁業への関心を高

めるためのジョブセミナーや就業・暮らし体験の機会を提供している。 

最後に、令和６年度人材確保支援事業について。 



道内や道外に在住する方が、人手不足が深刻な業種の道内事業所で一定期間以上就労した場合、

就労者に奨励金を 10 万円、事業者に 10 万円を支給するもの。建設業、福祉・介護業、接客・給士

業など 24 職種が対象となっており、幅広い業種が対象となっているので、宗谷管内の事業者・求

職者に、この支援金を活用いただき、人手不足解消の繋ぐことができればと考えている。 

 

③ 意見交換 

ア 事務局（宗谷総合振興局）から説明 

 ・外国人材の活用、定着に向けた取組について（資料３－１） 

○高田課長 

宗谷管内では、人口減少や人手不足が進む中、地域の担い手として管内で働く外国人材が増加

傾向にある。在留資格「技能実習」に係る外国人技能実習制度については、令和６年６月に改正

入管法等が成立し、令和９年に、新たな制度「育成就労制度」へ移行予定。外国人技能実習制度

に代わる新たな制度「育成就労制度」への移行に備え、企業に向けて、新制度の周知や啓発等を

行い、制度の適正な活用が図られるよう支援が必要と考える。 

また、この新制度では、要件を満たすことで転籍が可能となるため、外国人材に選ばれる地域

となるよう、地域の魅力発信や定着支援が必要。そこで、新たな取組を２つ考えている。 

ひとつは、地域の担い手として現在外国人材を既に活用している企業や、今後活用を考えてい

る企業のみなさんを対象に、セミナーを開催する。新制度の解説、採用手順や人材定着の課題な

どをテーマに取り上げ、習慣や文化の違いに配慮し、働きやすい職場の構築を支援する。 

もうひとつは、宗谷地域の外国人材の方々を対象に、宗谷の魅力を知ってもらえるツアーを企

画し、参加したご本人の SNS で、母国語で地域の魅力を発信してもらう取組。母国とは異なる自

然や文化に触れて、参加者本人に宗谷の魅力を知ってもらうことで長期就労が期待される。 

また、国内外の方々に向けて情報を発信することで、地域の PR にもつなげたいと考え。 

以上、説明した外国人材の活用・定着に向けた取組について、様々な問題・課題が考えられる

かと思われる。新たな取り組みについてのご意見や、受入企業の声をご存じであればご意見を頂

戴したい。 

 

○西澤主幹（枝幸町） 

初めに企業向けセミナーについて、枝幸町は、宗谷国際人材交流協同組合、オホーツク国際人材

交流協同組合が窓口になっており、そこで募集の人数や要望のほか、採用手続きなどを行ってい

る。もしこのセミナーの対象とするのであれば、ほとんど人材交流協同組合の方でやっているの

で、そちらの方との連携になるのかなと思う。 

次に外国人材向けツアーの開催時期については、ほとんどの外国人技能実習生が、6 月から 12

月が、ホタテの水揚げになる時期で繁忙期になるので、その時期に参加するのは厳しいのかなと

思う。時期的には 1 月中旬から 2 月ぐらいだと水揚げもなくなるし、その辺が参加しやすい時期

になると思う。 

あと、外国人技能実習生ですが、車を持っていない方がツアーに参加するとなると、足がないの

で交通機関の利用になるのかなと思うが、公共交通機関も少なく不便さがあると思われる。 



○川崎係長 

いただいたご意見を今後の参考にさせていただく。 

 

○山田課長（稚内商工会議所） 

当商工会議所でもセミナーや各種説明会等をやることが多いが、商工会議所なので、市内で商

売をしている企業の方に会員になっていただいて、その会員をもって構成する団体なので、その

ネットワークを使って募集をしているような状況。昨年から郵送料等の値上げ等があり、通信費

関係が全般的に高騰していることもあるので、現在、メール案内の方に切り換えを進めている。 

市内の各業界の方々で大小様々な企業に加入いただいていることから、メールも FAX もない企

業もあり、メールアドレスの登録状況もまだ 4 割程度ということで苦戦しているような状態だが、

そちらの方に移行していければなと思う。 

また、郵送やＦＡＸの紙媒体の案内と比べて、メールを送っても返信率が低いのは悩みの種で、

想像だが、メールを送っても開いていただけてないのではと思っている。 

イメージでは、募集をかけて一番集まる媒体は FAX なのかなと思っているが、これからは皆様

のメールアドレスを取得して、案内をさせていただければなと思っており、それで見ていただく

ような取組をしていきたいなと思っている。 

 

○川崎係長 

メールの他にＦＡＸや郵送をしているという話があったが、振興局などで事業の周知などをお

願いするときには、メールや FAX 番号などを記載して周知をお願いすることが多いが、FAX も

なくて郵送しなければいけない方というのはまだ体感で何割もいるのか。 

 

○山田課長（稚内商工会議所） 

例えば飲食業や、小さい商店といったところは FAX もメールもないと聞いているところに電話

で何回かメールアドレスを登録してくださいと言うものの、ないと言われてしまう。 

正直言ってまだ半分近くは郵送している。 

 

○川崎係長 

今後、振興局の周知や商工会議所等に周知をお願いする際に、周知方法について考えたい。 

 

 ・LINE 公式アカウント『宗谷総合振興局「てっぺん宗谷」』の運用について（資料３－２） 

○高田課長 

管外に流出した若年者の U ターン就職を促進するため、令和５年１月に LINE 公式アカウント

『宗谷総合振興局「てっぺん宗谷」』を開設した。まず、これまでの取組について説明する。 

資料左側の配信内容について。令和４年３月より、若者の管内就職や職場定着に向け、管内の

「元気な企業」で活躍する「元気な人」を取材し、魅力ややりがい、後輩へのメッセージなどを発

信する「地域の企業情報「宗谷で活躍する人」」をホームページに掲載している。 

また、令和６年４月より、「インターンシップ」の掲載希望企業を募り、ホームページで公開し



ている。これらの掲載情報を月に 1 回 LINE で配信しており、特にインターンシップ情報につい

ては、長期休みの間に参加できるよう、夏休みや冬休み前などに配信を行った。 

次に、資料右側のお友達登録者を増やす PR の取組について。 

今年１月１２日に開催された成人式「稚内市二十歳の集い」に振興局ブースを設置し、LINE ア

カウントの PR カードを配布した。その他、今年１月下旬に、管内の各高校を通して、高校３年生

あてに PR カードを配布しており、来週以降、管内市町村あてに PR カードの住民窓口への配置等

を依頼予定。お手元に届いたらご協力をよろしくお願いする。 

最後に、登録者数について、LINE 開設以降、右肩上がりで登録者数は増加しており、３月１日

時点で 646 名となっている。より多くの登録者を獲得し、宗谷の情報を発信することで１人でも

多くの U ターン就職につなげるため、このような PR を行ってきた。今後も引き続き、登録者を

増やす取組や、配信内容の充実を図っていきたいと考えている。 

それらを踏まえ、今後の取組について、先に説明したとおり、現在は、振興局が選定した内容を

配信しており、LINE お友達登録者が知りたい情報を必要な時に得られる仕組みとはなっていない。 

そこで、新たに、企業情報をまとめたホームページの整備と LINE ホーム画面の改修を検討して

いる。宗谷地域の企業情報をとりまとめ、若年者に周知することで、地域企業について効率的な情

報収集が可能となるとともに、U ターン就職を促すことができればと考えている。 

手法として、４月より、管内の企業・団体へ、振興局ホームページへの掲載希望を募る。周知方

法として、管内市町村、商工団体及び道事業に参加いただいた企業、メルマガ登録企業あて周知を

予定している。 

その後、振興局ホームページに掲載を行う。企業紹介ファイルの掲載イメージとしては、掲載例

のとおり。 

最後、ホームページ掲載後、LINE ホーム画面を改修し、公開を開始する。公開後は、若年者の

帰省時に合わせて、新機能の PR 配信により活用を促すことを検討している。 

以上、説明した企業情報の発信の取組について、様々な問題・課題が考えられるかと思われる。

新たな取り組みについてのご意見や、その他 LINE の運用等について、皆様からのご意見を頂戴し

たい。 

 

○新谷所長（北海道商工会連合会道北支所宗谷事務所） 

企業情報の項目について 2 点ほど提案させていただければ。 

1 つ目が、参考様式の中に e-mail があるが、各事業所でホームページにメールを掲載している

事業者はほぼないかなと。迷惑メールなどもあり、掲載しているところはあまりないかなという

ことで e-mail という項目は消してもいいのかなととらえている。 

あと、ＵＲＬについて、昨年の 4 月からこちらの管内に配属になったが、各事業のホームペー

ジ等を検索していると、非常に少ない印象を持っており、その代わりにインスタ等を利用されて

いる事業者が多いかなというところで、ＵＲＬの項目を、ホームページとＳＮＳのＵＲＬという

形で 2 段書ける形でもいいのかなというところを提案する。 

 

 



○川崎係長 

いただいたご意見を参考に様式の記載項目を変更させていただこうと思う。 

ちなみに、この様式だと、記載する数が多くて企業が大変そうだとか、負担になると思うか。 

 

○新谷所長（北海道商工会連合会道北支所宗谷事務所） 

人材不足が続いている中で、各社それぞれ活動されているというところを踏まえると、こうい

った情報はすぐに出てくる部分かなと感じているのでそこまで多くないかなと思っている。 

 

○川崎係長 

ホームページやＬＩＮＥに掲載をしていきたいと考えている。その際、お願いをして書いてい

ただく必要があり、周知などもお願いさせていただくと思うが、こういう取り組みに参加してく

れそうな企業であったり、難色を示されることがあったりということについて、ご感想やイメー

ジはあるか。 

 

○新谷所長（北海道商工会連合会道北支所宗谷事務所） 

難しいところで、当会は 9 商工会あり、そこの協力を得ながら職場や地域にある事業者に興味

を持っていただきながら、掲載していただくというような形での流れになるかと思うが、その中

で、人が足りない企業などは特に協力していただきながらと考えているが、手間というところが

先に出てくる可能性もあるかなと思うので、何とも難しいかなというところ。 

 

 

以上 


